
　市民の方から本紙をはじめとする

当会の活動等に関する数多くのご意

見・ご要望等が寄せられています。

　下記にその一部をご紹介します。

◎男性　会派の広報誌の記事の中

の「議会改革」を見たが、何点か

疑問があるので電話した。

　一つは、議員の政務調査費だが、

自民党は当初８万円と主張したの

になぜ10万円にしたのか。他の会

派に合わせることなく、過半数を

得ているのだから、８万円で決め

られたのになぜ10万円に戻してし

まったのか。

　もう一つは、議員定数だが、政

務調査費と同様、自民党は45人と

決めたのに、なぜ47人に戻して決

めたのか。民主党議員会をはじめ

他の会派はなぜ議員自ら削減しよ

うとしないのか。

　昨年の衆議院選挙で民主党に投

票はしたが、政権を取ってみたら

全然あてにならない。市議会も同

じなのか。自民党には、議員報酬

や議員改革をはじめ、市の職員の

定数削減など、もっと改革を進め

ていただきたい。

◎ 男性　ごみ問題と分別には理解

をする。しかしながら、食品・弁

当関係の職業についているため、

大量のごみが出て、それを洗う手

間と分別する手間がかかり困って

いる。どうにかならないか。

◎ 女性　家庭の中で、食用油の廃

油や紙パック、ヨーグルトのパッ

クなどをはじめ、細かいごみなど

の分別が大変である。中には処理

できない容器などもあり困ってい

る。

　分別する意味は十分理解します

が、実行するのは大変である。

◎ 男性　議員定数については、自

民党主導で、さらに定数２割を削

減し、それから報酬を減らしてい

ってはどうか。そうすれば、民間

給与も下がっている中で、職員給

与の削減も言えるようになると思

う。部長20％、課長10％ぐらいし

ないと、民主党に反撃できないと

思う。

◎ 女性　広報誌を読ませてもらい

ました。字が大きく写真もあって

読みやすくできています。

　街中の道路や歩道をサイクリン

グが安心してできるようにしても

らえると、住みやすくなると思い

ます。また、自転車が乗りやすく

なれば、自転車を観光客にレンタ

ルすることもできるようになると

思います。自転車に黄ぶなのシー

ルをはって、市街地の地図をつく

って、街中を自転車で走ってもら

えるようにすれば、観光の売りに

なるのではないでしょうか。

　また、自民党議員会の皆様には、

若者が出ても帰ってくるようなふ

るさとづくりを考えてもらいたい

と思います。

◎女性　名古屋に嫁いだ娘がいる。

名古屋では、ごみの分別にあたり、

一般ごみとプラを違う袋を使用す

るようにしている。名古屋の方法

を参考にしてはどうか。効果が出

ると思う。

◎ 男性　近年走っている車の数が

減ってきています。

　不況のためもあると思いますが、

これから、人口も減っていくこと

を考えると、これ以上道路を拡張

する必要はないと思います。

　その費用は、少子化対策や市の

中心地を賑やかにするために使う

べきです。　

　私は自転車で町中に行きますが、

止めるところに苦労します。所々

に「一坪駐輪場」を作ってもらい、

その地下も活用してください。

　外国の方々にも喜んで何度も来

てもらえるような魅力のあるまち

をつくってもらいたい。

　「市民の声」に対して、電話の方の

場合は、議員が応対しております。また、

文書等の場合、状況に応じて回答して

います。

　今後とも、多くのご意見・ご要望を

お寄せいただきたいと思います。

◆
地
域
通
貨
（
察
度
）

― 

浦

添

市 

―

　
厳
し
く
な
る
地
方
自
治
体
の
財

政
状
況
下
に
あ
っ
て
、
市
民
・
行

政
・
事
業
所
が
持
て
る
力
を
有
効

に
提
供
し
合
う
新
し
い
「
ま
ち
づ

く
り
の
ス
タ
イ
ル
」
を
確
立
す
る

た
め
、
特
定
の
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
内
で
流
通
さ
せ
る
制
度
で
あ

る
「
察
度
」
を
視
察
し
た
。

　
こ
の
「
察
度
」
は
、
カ
ー
ド
１

枚
が
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
で
１
０
０

円
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
個

人
・
団
体
が
登
録
し
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
「
人
・
物
・

金
」
の
循
環
を
促
進
す
る
画
期
的

な
取
り
組
み
で
あ
る
。

◆
普
天
間
基
地
の
周
辺
対
策

― 

宜
野
湾
市 

―

　
本
市
に
お
い
て
は
陸
上
自
衛

隊
宇
都
宮
駐
屯
地
が
あ
り
、
騒

音
問
題
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
も

共
通
す
る
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

普
天
間
基
地
と
嘉
手
納
基
地
等
を

視
察
し
た
。
米
軍
基
地
は
少
し
ず

つ
返
還
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

米
軍
基
地
の
国
内
で
の
沖
縄
県
の

負
担
は
多
く
、
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
一
刻
も
早
く
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
基
地
の
移

設
問
題
だ
け
で
な
く
、
国
防
の
あ

り
方
や
日
米
同
盟
を
は
じ
め
日
米

地
位
協
定
の
見
直
し
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

◆
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
（
草
木
・
空
き
缶
の
資
源
化
）

― 

宜
野
湾
市 

―

　
草
木
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
、

収
集
作
業
を
ご
み
集
積
所
に
出
す

の
で
は
な
く
、
業
者
が
各
家
庭
を

収
集
し
て
回
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
空
き
缶
の
資
源
化
は
、
収
集
委

託
業
務
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
雇
用
安

定
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
ま
た
、

空
き
缶
プ
レ
ス
機
を
市
役
所
に
設

置
し
、
空
き
缶
５
０
０
個
に
つ
き

５
０
０
円
分
の
図
書
券
と
交
換
し

て
い
る
。

◆
地
域
認
知
症
ケ
ア
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

― 

大
牟
田
市 

―

　
全
国
で
も
高
齢
化
率
の
高
い
大

牟
田
市
で
は
、
「
安
心
し
て
徘
徊

で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、
認
知

症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
、

も
の
忘
れ
検
診
・
予
防
教
室
の
開

催
、
小
中
学
校
絵
本
教
室
、
地
域

の
見
守
り
支
援
「
徘
徊
模
擬
訓
練
」

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
域
全
体
で
認
知
症
を
支
え
る

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
取
り
組

み
は
、
全
国
で
も
類
を
見
な
い
施

策
で
あ
り
、
大
変
参
考
と
な
っ
た
。

昨
年
度
実
施
し
た
「
徘
徊
模
擬
訓

練
」
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
視
察

に
来
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

◆
生
活
保
護
行
政

◆
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク

― 

北
九
州
市 

―

　
北
九
州
市
で
は
、
生
活
保
護
費

が
、
こ
こ
数
年
毎
年
約
50
億
円
増

加
し
て
い
る
。
傾
向
と
し
て
、
高

齢
者
世
帯
の
割
合
が
高
く
、
医
療

扶
助
の
割
合
が
高
い
。
そ
の
た
め
、

昨
年
４
月
に
本
庁
に
医
療
介
護
担

当
を
設
置
。
今
年
４
月
に
は
７
つ

の
福
祉
事
務
所
に
医
療
介
護
適
正

化
担
当
を
設
置
し
、
医
療
費
の
適

正
化
を
目
指
し
体
制
の
強
化
を
図

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
北
九
州
市
は
政
令
市
の

中
で
最
も
高
齢
化
率
が
高
く
、
単

身
世
帯
・
認
知
症
高
齢
者
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。
自
治
会
加
入
率
も

低
下
し
て
お
り
、
孤
独
死
が
近
年

相
次
い
で
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い

や
助
け
合
い
な
ど
の
共
助
の
仕
組

み
の
再
構
築
を
目
指
し
、
「
い
の

ち
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事

業
を
始
め
た
。
一
人
ひ
と
り
の
「
見

守
り
体
制
」
を
築
く
こ
と
と
し
、

毎
日
誰
か
が
単
身
の
高
齢
者
と
話

を
す
る
。
そ
し
て
異
常
が
発
生
し

た
場
合
、
早
急
な
対
応
を
執
る
。

　
北
九
州
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

北九州市で

宜野湾市役所屋上から普天間基地を臨む


